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ティータイム
　４月、竹原市の新しいまちづくりが始まります。「元気と笑顔が織り成す　暮らし誇らし、竹原市。」

の将来都市像のもと、広報たけはらの表紙ロゴもうさぎのモチーフを取り入れて一新。

　暖かな陽の光を感じながら、また一歩ずつ前へと進んでいきましょう。
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　２月９日から３月 24 日まで、町並み保存地区

一帯で、「たけはら町並み雛めぐり」が開催され

ました。期間中は、旧笠井邸で雛めぐりライブが

行われたり、道の駅たけはらや町並み保存地区内

のカフェでは期間限定メニューが提供されたり、

季節ならではのイベントがたくさん。着物姿の女

性に声をかけると、「着物をレンタルして着付け

てもらったんです。雰囲気がある町並みが素敵で

すね。」と、話してくれました。

元気の秘訣は「みんなで楽しむ！」
～介護予防だよ！全員集合～

ジャムだって手作り！
～キッズ野菜ソムリエ～

町並み保存地区で　春を感じて
～たけはら雛めぐり～

※「人のうごき」は、「れんらく板」に配置しています。

　昨年度に引き続き、「たけはらキッズ野菜ソムリ

エ」のイベントが開催されました。

　３月９日は、アヲハタジャムデッキで、ママレー

ド作りを体験し、３月 16 日は、竹原市郷土産業振

興館で、ママレードを使った料理体験。「瀬戸内鯖

とアサリのオレンジママレード煮」を、保護者のみ

なさんと作りました。

　集まってくれたのは、市内の小学生 10 人。瀬戸

内の食材を使った料理や、ママレードをたっぷり

塗ったパンをかじって、「おいしい！」とにっこり。

「材料を火にかけて混ぜながらジャムを作るのが楽

しかった。」と話してくれたお子さんも。キッズソ

ムリエのみなさん、竹原の野菜や果物のおいしさを、

家族やお友達にも伝えてくださいね♪

　３月４日、町並み保存地区で、子ども雛めぐり

が開催されました。町並み保存地区では「たけは

ら町並み雛めぐり」を開催中で、華やかなお雛様

があちこちに飾られていました。

　着物について尋ねると、「お母さんが子どもの

時に着ていた着物なの」と話してくれたお子さん

も。天気にも恵まれ、色鮮やかな着物を纏
まと

ったた

くさんの「お雛様」達に出会うことができました。

よ

　３月３日、グリーンスカイホテル竹原で、介護

予防自主グループ全体会～介護予防だよ！全員集

合～が開催されました。参加者は 151 名。自主グ

ループ「いきいきサロン大王」のみなさん指揮の

もと、参加者全員で歌いながら体操を行いました。

会場に響く歌声と笑い声。昨年７月の豪雨災害を

受け、防災クイズも行われました。今では毎週

700 人以上のみなさんが、健康維持のために、地

域で集まり介護予防体操をされています！
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